
2年次の実習先で、自分がアイデアを絞って考えたレクリエーション

よりも、利用者の好きな野球の話の方が心を開いてもらえる経験を

しました。それ以来、趣味や影響を受けたものごとなど“その人を

構成する要素”に関心を持っています。コミュニケーションの中から

それを把握し、その人らしい人生を歩める支援をめざします。

就職先：医療法人幸会 老人保健施設みず里

連携の大切さと介護福祉士の役割を理解

1年次の「介護実習」では、利用者の介助方法に関する、理学療法士や看護師との打ち合わせを経験。機能訓

練や経管栄養の専門用語を含めた、他職種への理解が必要だと痛感しました。2年次の「他職種連携」の授業

では、最前線で利用者の様子を観察する介護福祉士が、他職種に情報を伝える役割を担うことを理解。他職種

の意見も聞きながら自分の役割を果たすことが、利用者の目標を実現するベストな支援につながると学びました。
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私の学び方❶ ー介護職としての多職種連携
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1年次 2年次 3年次 4年次

【介護実習】グループホームひいらぎ／武豊福寿園デイサービスセンター／小規模多機能ホームおさぼり／特別養護老人ホーム瑞光の
里緑ヶ丘／特別養護老人ホームせんねん村矢曽根／特別養護老人ホーム平安の里／介護老人福祉施設ジョイフル名駅／介護老人
保健施設みず里／障害者支援施設ゆたか苑 など　【ソーシャルワーク実習】岩倉病院／介護老人保健施設 あつたの森／偕行会リハ
ビリテーション病院／半田養護老人ホームLink／特別養護老人ホーム なごやかハウス野跡／生活支援センター山中／障害者支援施
設 よつ葉の家／江南市社会福祉協議会／半田市社会福祉協議会 など

主な実習先

　 生活支援技術演習 Ⅰ・Ⅱ 　 多職種連携
看護師や理学療法士、作業療法士、社会福祉士、管理栄養士など、各職種

の役割を理解。ゲスト講師による現場の体験談も。介護福祉士の役割につ

いても理解を深められた一方で、1人では支援に限界があると気づきました。

入浴やトイレ、着替えなどを介助する際には、動作一つひとつに根拠が必

要。最初は理解に時間がかかりましたが、講義で学んだことを意識しながら

友人たちと自主練習を重ね、根拠を考えて介助する力が身につきました。

水谷なおみ研究室

私を変えた科目

私の学び方❷ ー介護に強い社会福祉職 柏原正尚研究室

卒業研究テーマ

・一人暮らしの高齢者を対象としたペット型ロボット認知度と生きがいの関連
・福祉避難所の設置に関する地域間比較
・特別養護老人ホームに使われる色彩の変化
・医療ソーシャルワーカー（MSW）の社会福祉援助観に関する研究 ―回復期病棟に着目して―

・介護学生によるノーリフティングポリシーの認知度と腰痛の関連
・地域包括支援センターの業務評価に関する研究
・福祉専門職における防災意識の向上に関する研究
・老老介護における主介護者の生きがいの実態

医療ソーシャルワーカー（MSW）の
社会福祉援助観に関する研究

介護学専攻は、介護学だけを学ぶわけではなく、「幅広い福祉の知

識があり、中でも介護学に強い人」になれる専攻。しかも講義や演

習と実習現場との行き来を繰り返すことで、質の高い学びを得られ

ました。介護の現場を経験して身についた高齢者とのコミュニケー

ション力は、これから公務員として働くうえで自信になっています。

就職先：名古屋市役所（社会福祉職）

W資格をめざして学び、地域福祉の道へ

社会福祉士資格を持った介護福祉士をめざして学び始めました。ところが3年次の実習先の社会福祉協議会で、

高齢者や障害者以外にも、児童や生活困窮者など多くの人が支援を必要とすることを目の当たりに。あらゆる人を

対象とする地域福祉に魅力を感じ、「相談援助の理論と方法」の授業や地域防災に関する卒業研究に力を注ぎ

ました。貧困から抜け出せない人にも肩身の狭い思いをさせないような支援を目標に、公務員の道へ進みます。

　 介護実習 　 相談援助実習（ソーシャルワーク実習）

社会福祉協議会の職員や特別養護老人ホームの生活相談員が、地域やご

利用者が抱える生活課題と福祉サービス・制度とをつないでいく支援の場面を

見学。社会福祉士としていろいろな人を支援したいと思うきっかけになりました。

特別養護老人ホームや障害者支援施設で、実際の利用者を相手に介助

を経験。学生相手の演習のようにはいかない壁にぶつかりました。実習先の

指導者のやり方を見たり、質問をしたりして、最後にはコツをつかめました。

私を変えた科目

卒業研究テーマ

福祉専門職における防災意識向上
に関する研究

卒業研究テーマ

野﨑 拓人さん

2023年3月卒業　三重県／海星高等学校 出身

近藤 雄太さん

2023年3月卒業　愛知県／同朋高等学校 出身

※学生談話に登場する科目名は、2023年度カリキュラムとは一部異なります。

積み上げ式カリキュラムでWライセンス取得を目指す
1st year 2nd year 4th year3rd year

介護過程 介護過程
演習Ⅰ 介護過程演習Ⅲ

介護過程演習Ⅳ
（訪問介護実習）

ソーシャル
ワーク演習Ⅰ・Ⅱ

ソーシャル
ワーク演習Ⅲ

ソーシャルワーク演習Ⅳ

介護過程演習Ⅱ

★積み上げ式で実力アップ
1・2年次は介護実習、3年次にソーシャルワーク実習を行う積み上げ方式です。「介護実習Ⅰ」は週1日×12週間の分散型実習。地域で生活するさまざまなご利用者とかかわる機会と
なり、ソーシャルワーク実習の基礎となります。また、学内で学んだ理論と実習体験を関連づけながら、専門的知識と技術を修得できるように実習関連科目を配置しています。
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介護実習Ⅰ
12日 介護実習Ⅱ

17日
介護実習Ⅲ

29日

ソーシャルワーク
実習　5日

ソーシャルワーク
実習  19日

数多くの介護・福祉現場を経験して、実践方法や環境の多様性を理解。進路選択にも役立ちます。

＊介護実習Ⅰはソーシャルワーク実習60時間分としてカウントされます。

091 092

●基礎演習Ⅰ・Ⅱ

●国際コミュニケーション
　Ⅰ～Ⅳ
●心理学
経済学
憲法
倫理学
◎健康科学概論

【学科共通専門基礎科目】
●地域包括ケアシステム論　　●人間発達学

【専攻専門基礎科目】
●介護福祉論Ⅰ
●生活支援技術Ⅰ
　（からだのしくみ）

【専攻専門基礎科目】
●リハビリテーション概論
●社会福祉原論Ⅰ
●介護福祉論Ⅱ

【専攻専門基礎科目】
社会調査法
社会福祉原論Ⅱ

自然科学概論
◎情報処理演習
スポーツと健康Ⅰ・Ⅱ
こころとからだ
福祉社会入門
ヒューマンケアのための多職種連携
●人間関係とコミュニケーション

社会学

◎統計学演習 社会調査法　●介護学研究Ⅰ ●介護学研究Ⅱ
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　：「私を変えた科目」（92ページ）　●：必修科目　◎：全員履修科目　＊：社会福祉士課程登録者のみ履修可
：医学・医療に関わる科目群 ：リハビリテーション学科の強みが活きる科目群

【専攻専門科目】
●生活支援技術Ⅱ
●生活支援技術演習Ⅰ・Ⅱ
●介護過程
●介護過程演習Ⅰ
●家政学Ⅰ（調理実習）
●認知症介護
●社会保障論Ⅰ
●ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ
ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅱ
●介護総合演習Ⅰ・Ⅱ

【作業療法学専攻共通専門科目】
中枢神経障害のリハビリテーション
整形外科系障害のリハビリテーション
精神障害リハビリテーション
高次脳機能障害リハビリテーション

【専攻専門科目】
●介護過程演習Ⅳ
●生活支援技術演習Ⅲ
基礎バイオメカニクス
疾患と生活支援
司法福祉論
児童家庭福祉論
ソーシャルワーク演習Ⅳ*
ソーシャルワーク実習指導Ⅲ*

【学科共通専門科目】
●障害者福祉論

【作業療法学専攻共通専門科目】
リハビリテーション介護

【専攻専門科目】
●介護過程演習Ⅱ
●介護過程演習Ⅲ
●多職種連携
●家政学Ⅱ（家庭経営）
●生活支援技術Ⅲ
  （運動機能・内部障害）
●生活支援技術Ⅳ
  （視覚・聴覚障害）
●障害の理解
●高齢者の理解
地域福祉論Ⅰ
●ソーシャルワーク論Ⅰ
ソーシャルワーク論Ⅱ
●介護総合演習Ⅲ

【学科共通専門科目】
●ターミナルケア

【専攻専門科目】
●リスクマネジメント
●家政学Ⅲ（住居）
福祉用具と住環境
心理的支援
●医療的ケア
●医療的ケア演習（吸引）
●医療的ケア演習（経管栄養）
●福祉サービス組織経営論
●高齢者福祉論
地域福祉論Ⅱ
医療福祉論
権利擁護と成年後見
社会保障論Ⅱ
公的扶助論
ソーシャルワーク論Ⅲ・Ⅳ
ソーシャルワーク演習Ⅰ～Ⅲ*
ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ*

●医学一般Ⅰ（からだのしくみ）
●医学一般Ⅱ（認知症の理解）
●生理学

研究計画立案、調査・分
析、論文作成・発表を通し
て、介護現場で活きる研究
的視点を養います。

ソーシャルワーク実習*●介護実習Ⅲ●介護実習Ⅰ・Ⅱ
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